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一
般
会
計

●
予
算
総
額

　
　

1
1
6
億
3，
5
7
0
万
円

　

一
般
会
計
は
、
町
が
行
う
仕
事
の
大
部

分
を
ま
か
な
う
予
算
で
、
町
税
や
国
・
県

か
ら
の
支
出
金
な
ど
を
財
源
に
し
て
い
る

も
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
最
も
関
わ
り

の
深
い
予
算
と
い
え
ま
す
。

特
別
会
計

●
予
算
総
額
（
7
特
別
会
計
）

　
　

7
4
億
6，
9
8
5
万
円

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
財
源
で
特
定
の

事
業
を
行
う
も
の
で
、
土
地
取
得
特
別
会

計
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
老
人
保

健
特
別
会
計
・
介
護
保
険
特
別
会
計
・
通

所
介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計
・
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
・
下
水
道
事
業
特
別

会
計
が
あ
り
ま
す
。

企
業
会
計

●
収
益
的
支
出

　
　

6
億
4，
5
7
0
万
円

●
資
本
的
支
出

　
　

3
億
8，
2
6
5
万
円

　

企
業
会
計
は
、
税
金
を
使
わ
ず
、
一
つ

の
会
社
の
よ
う
に
独
立
採
算
制
で
事
業
・

経
理
を
行
う
も
の
で
す
。
本
町
で
は
、
水

道
事
業
会
計
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

平
成
18
年
度

　
　
　

当
初
予
算

会計区分 平成18年度予算（円） 平成17年度予算（円） 伸び率（％）

一般会計 116億 3,570 万　　　     127 億　940 万　　　 ▲ 8.4

特別会計

土 地 取 得 特 別 会 計 4億 9,739 万 9,000 10 億 1,906 万 6,000 ▲ 51.2
国民健康保険特別会計 24億 7,497 万 4,000 21 億 8,283 万 1,000 13.4
老 人 保 健 特 別 会 計 19億 5,616 万 5,000 19 億 2,554 万 2,000 1.6
介 護 保 険 特 別 会 計 10億 7,418 万 5,000 10 億 3,693 万 5,000 3.6
通所介護サービス特別会計 1,179 万 8,000 1,148 万 8,000 2.7
農業集落排水事業特別会計 3億 7,805 万 8,000 3 億 9,041 万 5,000 ▲ 3.2
下 水 道 事 業 特 別 会 計 10億 7,726 万 8,000 9 億 6,704 万 6,000 11.4

水道事業
会　　計

収 益 的 支 出 6億 4,570 万 2,000 6 億 3,456 万 4,000 1.8
資 本 的 支 出 3億 8,265 万 3,000 2 億 9,014 万 2,000 31.9

合　　　　　　　計 201億 3,390 万 2,000 211 億 6,742 万 9,000 ▲ 4.9

K c ‹ • @近藤　徳光

（▲減）



（注）三位一体改革とは…
�国庫補助負担金の廃止削減
�国から地方への税源移譲
�地方交付税の見直し
これらの3つの改革を同時一体的に行うことからこう呼ばれている。
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歳
入
・
・
１
年
間
の
す
べ
て
の
収
入

【
町
税
】
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
歳
入
の
貴

重
な
財
源
。

【
国
庫
（
県
）
支
出
金
】
特
定
の
事
業
の

財
源
の
一
部
と
し
て
、
国
（
県
）
か

ら
支
出
さ
れ
る
お
金
。

【
地
方
譲
与
税
】
国
税
と
し
て
徴
収
し
、

地
方
に
譲
与
す
る
地
方
税
（
所
得
譲

与
税
、
地
方
道
路
譲
与
税
、
自
動
車

重
量
譲
与
税
）

【
町
債
】
大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、

国
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
る
お

金
。

　

歳
出
・
・
１
年
間
の
す
べ
て
の
支
出

【
民
生
費
】
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
障
害

者
な
ど
福
祉
や
医
療
な
ど
に
使
わ
れ

る
お
金
。

【
教
育
費
】
小
・
中
学
校
、
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
・

ヒ
ル
・
幸
田
の
運
営
や
生
涯
学
習
講

座
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
。

【
総
務
費
】
町
職
員
の
給
与
や
町
の
財
産

の
管
理
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
。

【
公
債
費
】
町
債
を
返
済
す
る
お
金
。

　歳出を費目別に見ると、民生費が全体の23.0％を占め、
次いで土木費18.8％、教育費14.4％となっています。ま
た、消防費は消防庁舎の完成により、前年対比55.8％の
大幅減となり全体の4.7％となっています。総額では、前
年度に対して8.4％減少しておりますが、大型事業（幸
中体育館改築工事等）の前倒し施工等を考慮すると、実
質4.7％の伸びとなっています。

　最も大きな割合を占めているのが町税で、全体の
70.1％、伸び率4.5％増となっております。「三位一体改
革（注）」の柱である所得譲与税等で構成される地方譲与
税は伸び率47.9％増となりました。使用料及び手数料は、
本年度から始まる指定管理者制度により町民会館・町民
プールの使用料移管のため伸び率22.3％の減となりまし
た。また、国庫支出金は大型事業の前倒しにより伸び率
4.8％の減、県支出金は統一地方選挙等もあり、伸び率
4.3％増となりました。町債は、予算化せず借入の抑制に
努めました。

歳　　入

歳　　出

主
な
区
分

　
　
　

の
内
容



　

・
生
活
道
路
の
舗
装
、
側
溝
整
備

　

・
名
豊
道
路
岡
崎
バ
イ
パ
ス
芦
谷
イ
ン

タ
ー
関
連
周
辺
道
路
整
備

　

・「
道
の
駅
」
の
造
成
工
事

　

・
深
溝
跨
線
橋
、
中
吉
橋
耐
震
工
事

　

・
防
災
ダ
ム
大
井
池
地
区
整
備

　

・
不
動
ヶ
池
地
域
用
水
環
境
整
備

　

・
急
傾
斜
地
防
災
対
策

●
基
盤
整
備

　

・
野
場
、
相
見
地
区
の
区
画
整
理
組
合

補
助

　

・
幸
田
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理

　

・
荻
谷
地
区
市
街
化
基
本
計
画
作
成

　

・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進

●
下
水
道
（
公
共
下
水
・
集
落
排
水
）

　

・
相
見
処
理
分
区
、
中
部
処
理
分
区
、

南
部
処
理
分
区
の
整
備
推
進

　

・
矢
作
川
流
域
下
水
道
建
設
負
担

　

・
農
業
集
落
排
水
事
業
13
地
区
維
持
管

理
、
管
路
整
備

�
安
全
で
快
適
な
都
市
の

　
　

基
盤
・
生
活
の
環
境
づ
く
り

　

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
を
営
め
る
よ

う
、
安
全
性
、
利
便
性
、
快
適
性
の
高
い

都
市
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
対
策

　

・
公
共
施
設
耐
震
工
事

　
　
（
幸
田
小
・
久
保
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

高
力
憩
の
家
・
幸
田
憩
の
家
・
野
場

憩
の
家
・
須
美
公
民
館
・
勤
労
者
体

育
館
）

　

・
民
間
木
造
住
宅
耐
震
診
断
、
耐
震
改

修
支
援

　

・
地
域
安
全
女
性
推
進
委
員
設
置

　

・
家
具
転
倒
防
止
対
策

　

・
防
災
対
策
用
遠
視
カ
メ
ラ
設
置

　

・
避
難
場
所
看
板
設
置

　

・
国
民
保
護
計
画
作
成

●
消
防
・
救
急

　

・
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
設
置

　

・
防
災
備
蓄
倉
庫
設
置

　

・
消
防
車
両
購
入

　

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
購
入

　

・
災
害
衛
星
携
帯
電
話
購
入

●
交
通
・
防
犯

　

・
交
差
点
改
良
・
歩
行
者
道
の
整
備

　

・
自
主
防
犯
活
動
支
援

　

・
防
犯
灯
設
置

●
道
路
・
橋
梁
整
備

　

・
幹
線
町
道
の
拡
幅
改
良
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・
集
落
環
境
整
備

　

・
農
道
舗
装
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
整
備

　

・
農
業
生
産
施
設
整
備
補
助

　

・
ふ
れ
あ
い
農
業
塾

　

・
林
道
開
設
整
備
（
須
美
南
山
１

号
・
一
ノ
小
屋
線
）

　

・
造
林
事
業
補
助

●
商
工
・
観
光
・
勤
労
者
対
策

　

・
駅
前
商
業
活
性
化
支
援

　

・
優
良
先
端
産
業
の
誘
致
推
進

　

・
商
業
経
営
安
定
対
策
の
推
進

　

・
勤
労
者
生
活
資
金
利
子
補
給

　

・
生
活
密
着
型
観
光
資
源
の
整
備

�
健
康
・
福
祉
の

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

　

す
べ
て
の
人
々
が
、
心
身
と
も
に
健
康

で
生
き
が
い
と
安
ら
ぎ
を
も
っ
て
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い

き
ま
す
。

●
健
康
づ
く
り

　

・
み
ん
な
で
育
む
健
康
こ
う
た
21
計
画

の
推
進

　

・
各
種
予
防
接
種
、
健
診
の
実
施

　

・
不
妊
治
療
助
成

●
上
水
道

　

・
土
地
区
画
整
理
事
業
関
連
配
水
管
布

設

　

・
坂
崎
ポ
ン
プ
場
等
耐
震
補
強

�
環
境
と
調
和
す
る

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

　

緑
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
身
近
な
ふ
れ
あ
い
の
で

き
る
場
づ
く
り
、
安
全
で
、
清
潔
な
、
公

害
の
な
い
、
創
造
的
で
質
の
高
い
生
活
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

●
環
境
対
策

　

・
環
境
基
本
計
画
推
進

　

・
環
境
調
査

　

・
循
環
型
社
会
の
構
築

　

・
生
ご
み
堆
肥
化
等
支
援

　

・
合
併
浄
化
槽
維
持
管
理
支
援

　

・
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
支
援

　

・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得

　

・
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設

　
　
（
平
成
17
年
度
事
業
、
平
成
18
年
度

施
工
）

●
都
市
公
園
整
備

　

・
幸
田
中
央
公
園
整
備
工
事
、
用
地
購

入

　

・
幸
田
公
園
用
地
購
入

�
多
様
な
産
業
が
育
つ

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

　

培
わ
れ
た
地
域
産
業
を
生
か
し
、
ま
ち

全
体
の
調
和
の
中
で
創
造
性
の
高
い
産
業

振
興
に
努
め
ま
す
。

●
農
村
・
農
林
業
振
興

施
政
の
方
針

▲道の駅完成予想図

▲ 3歳児健診



●
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

　

・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催

●
学
校
教
育

　

・
学
校
図
書
館
活
動
の
充
実

　

・
少
人
数
対
応
教
育
の
推
進

　

・
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ
く
り

　

・
教
育
相
談
活
動
の
充
実

　

・
荻
谷
小
校
舎
増
築

　

・
中
央
小
地
震
補
強
設
計

　

・
幸
田
中
体
育
館
改
築
工
事
（
平
成
17

年
度
事
業
18
年
度
施
工
）

●
国
際
化
推
進

　

・
国
際
交
流
事
業
補
助

　

・
中
学
生
海
外
研
修

　

・
外
国
人
英
語
講
師
の
配
置

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援

●
高
齢
者
、
障
害
者
福
祉
・
介
護
保
険

　

・
障
害
者
計
画
の
策
定

　

・
障
害
者
支
援
費
給
付

　

・
各
種
医
療
給
付
制
度
の
普
及

　

・
認
知
症
予
防
対
策
の
推
進

●
児
童
福
祉
・
保
育
園
整
備

　

・
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
推
進

　

・
保
育
園
施
設
整
備
、
用
地
購
入

　

・
軽
度
発
達
障
害
療
育
の
支
援

�
地
域
文
化
・
人
づ
く
り

　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
教
育
・
文

化
・
学
習
活
動
の
場
づ
く
り
、
環
境
づ
く

り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
広
い
視
野
、
豊

か
な
感
性
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
に
よ

り
、
ま
ち
の
文
化
の
新
た
な
創
造
を
図
り

ま
す
。

●
社
会
教
育

　

・
生
涯
学
習
講
座
開
設

　

・
中
央
公
民
館
改
築
工
事
（
平
成
17
年

度
事
業
18
年
度
施
工
）

　

・
青
少
年
健
全
育
成

　

・
夏
ま
つ
り
、
凧
揚
げ
ま
つ
り
支
援
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本
町
の
行
財
政
運
営
は
、
多
様
な
行
政

需
要
や
本
格
的
な
地
方
分
権
へ
の
移
行
な

ど
に
係
る
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
厳

し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
諸
施
策
の

実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
様

と
の
対
話
の
中
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な

ご
意
見
を
可
能
な
限
り
取
り
入
れ
つ
つ
、

「
住
み
よ
い
ま
ち
、
住
み
た
く
な
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
意
欲
的
に
取
り

組
み
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

財
政
課
財
政
係
（
内
線
3
1
4
）

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
は
4
月
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。

問
合
せ　

監
査
委
員
事
業
部
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
3
4
1
）

�
健
全
な
行
財
政
に
よ
る

　
　
　
　
　

確
か
な
ま
ち
づ
く
り

　

住
民
が
積
極
的
に
行
政
に
参
加
で
き
る

開
か
れ
た
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
長
期
的
な
視
点
に
た
っ
た
行
財
政

運
営
の
確
立
と
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
情
報
公
開
推
進

　

・
広
報
紙
発
行

　

・
町
政
モ
ニ
タ
ー

　

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
番
組
作
成

●
指
定
管
理
者
制
度
導
入

　

・
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
・
ヒ
ル
・
幸
田

　

・
高
齢
者
い
き
が
い
セ
ン
タ
ー
及
び
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ

●
行
財
政
運
営

　

・
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
事
務
改
善

の
推
進

　

・
行
政
評
価
に
よ
る
事
務
事
業
見
直
し

　

・
公
債
費
の
抑
制

▲凧揚げまつり

▲ニュースポーツ（ペタンク）

▲指定管理者（民間代行）制度が導入される
　町民会館と図書館

町民一人当たりの一般会計予算額

32万8,989円
(前年度金額36万4,930円)
＊予算額を平成18年3月1日現在の幸田町の人口3万
5,368人で割って算出しました。




